
（1）目的

・ 談合等不正行為の早期発見と抑止

・ 監視結果の公表による本市の入札、契約手続の透明性・公正性の向上

（2）内容

　工事の業種ごとに入札者数、落札率等を取りまとめ

　業種・案件を絞り込み、入札に不自然な状況がないかを分析

（３）結果

（1）発注件数・落札金額　　　

（２）平均入札者数・平均落札率　　

②平均落札率
 ・入札全体では、前年度と比べて0.2ポイント低くなっている。
 ・前年度と同様、一般競争入札の方が指名競争入札に比べて低くなってお
　 り、その差は縮小した。
　（前年度 0.8ポイント → 令和2年度 0.7ポイント）
 ・発注金額階層別では、500万円未満の工事においてやや高い傾向が見ら
　 れた。
 ・前年度と同様、入札者数が多いほど低い傾向が見られる。

詳細分析

一般競争入札 91.3%

発注件数2,533件（30業種）のうち1,886件（約74%）が一般競争入札

平均落札率

入札状況の常時監視報告書
（令和２年度）

　１　入札状況の常時監視の概要　（2～5ページ）

　２　入札状況の概要　（6～24ページ）

　事業者が入札時に提出した積算内訳書の内容について確認をした結果、
一部に不自然な記載が発見されたことから、入札金額の積算や入札に関す
る情報交換についての注意喚起を行い、入札の公正性確保に努めた。

①平均入札者数
 ・入札全体では、前年度と比べて0.4者多くなっている。
 ・前年度と同様、一般競争入札の方が指名競争入札に比べて多くなってお
　 り、その差は拡大した。（前年度 3.4者 → 令和2年度 3.7者）

区　分

3.8者 92.0%

全件分析

7.5者

平均入札者数

指名競争入札

１箇月サイクル
で実施公正入札アドバイザーの指導・助言

令和4年2月 名古屋市

（概要版）



（3）業種・案件を絞り込んだ個別業種分析 　　　 

（4）工事の内容に着目した特殊要因分析　　　

　「下水道」｢管」「舗装」の3業種について、令和元年度と令和２年度の
状況を比較分析したところ、平均入札者数及び平均落札率に大きな差は見
られなかった。

　入札者数や、落札率に影響を与えるような特殊要因（単価契約、機械・
電気設備工事、入札不調の発生状況、再入札工事）について分析したとこ
ろ、特殊要因ごとに平均入札者数と平均落札率の傾向に差が見られた。
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